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消防団一斉放水（消防出初め式）

■ 期末・勤勉手当の引下げなど22議案を可決
 　　　　補正予算　光ファイバ整備に約５億円 ……… 2～4p
■ ズバリ検証 !!平成 20年度決算審査 ……… 5～6p
■ 一般質問　5名の議員が登壇 ……………………7～11p
■ 委員会レポート　議員定数等調査特別委員会 ………12p
■ 議会トピックス　議会日誌、傍聴案内など …………13p
■ 市民の声 ……………………………………………14p

平成21年
12月
定例会

主な内容
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12月定例会12月定例会

第
４
回
定
例
会
の
経
過

〔
11
月
〕

27
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

特
別
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
（
平

成
20
年
度
決
算
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
人

事
・
条
例
・
補
正
予
算
）

28
〜
29
日　

休
会

30
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
補

正
予
算
・
総
務
委
員
会

提
出
議
案
）

　
　
　

・ 

選
挙
（
選
挙
管
理
委
員

及
び
補
充
員
）

〔
12
月
〕

１
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

２
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

３
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
２
議
員
）

４
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

議
員
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
の
中
間
報
告

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　
　
　

・
議
員
の
派
遣

　
　
　

・
閉
会

市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

一
部
を
改
正

《
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
引
下

げ
割
合
》

●
市
長
・
教
育
長

　
　
　
　
　

年
間
０
・
25
月
分

●
職
員　
　

年
間
０
・
35
月
分

《
給
料
表
の
改
定
》

●
給
料
月
額
を
平
均
マ
イ
ナ
ス

０
・
２
％
引
下
げ

※
初
任
給
を
中
心
に
若
年
層
は
引

下
げ
を
行
わ
な
い
が
、
管
理
職
層

は
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
％
以
上
引
下

げ
る
。

《
住
居
手
当
の
改
正
》

●
住
居
手
当
（
自
宅
を
新
築
・
購

入
後
５
年
に
限
り
支
給
、月
額
２
，

５
０
０
円
）
を
廃
止

　

こ
の
改
正
は
、

平
成
21
年
12
月

１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

条　

例

《
勤
務
時
間
の
改
正
》

●
１
日
８
時
間
、
１
週
間
40
時
間

勤
務
を
１
日
７
時
間
45
分
、
１
週

間
38
時
間
45
分
勤
務
に

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
22
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例

　

徴
収
嘱
託
員
の
報
酬
と
臨
時
職

員
等
の
賃
金
の
均
衡
を
図
る
た
め

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

《
徴
収
嘱
託
員
の
報
酬
》

●
月
額
８
万
円
を
月
額
９
万
円
に

※
月
額
報
酬
の
ほ
か
に
、
徴
収
し

た
金
額
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
加

算
額
の
上
限
は
14
万
円
か
ら
13
万

円
に
改
正

期末・勤勉手当の引き下げ期末・勤勉手当の引き下げ
など22議案を可決など22議案を可決

市長・教育長市長・教育長

職 員職 員

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

　

平
成
21
年
８
月
の
人
事
院
勧
告

に
準
じ
て
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の

支
給
（
市
長
・
教
育
長
は
期
末
手

当
の
み
支
給
）
割
合
を
引
下
げ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
給
料
表
の
改
定

や
住
居
手
当
の
改
正
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
21
年
第
４
回
行
方
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
４
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
人
事
案
、
条
例
の
改
正
案
、
補
正
予
算
案
な

ど
21
件
が
、
ま
た
総
務
委
員
会
か
ら
条
例
の
改
正
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
20
年
度
決
算

の
認
定
案
９
件
も
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推

選
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
４
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

■
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

■
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例

　

平
成
20
年
の
人
事
院

勧
告
に
準
じ
て
、
職
員

の
勤
務
時
間
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
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議
員
が
提
出
し
た
議
案
等

●
行
方
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

議
員
の
報
酬
の
支
給
方
法
が
ほ

か
の
行
政
委
員
会
の
委
員
等
と
は

異
な
る
と
い
う
地
方
自
治
法
の
考

え
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
議
員
の

期
末
手
当
に
関
す
る
規
定
が
「
市

長
等
の
例
に
よ
る
」
と
市
の
常
勤

特
別
職
の
規
定
に
準
じ
て
い
た
の

を
、
議
員
と
し
て
新
た
に
支
給
額

を
定
め
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例■
介
護
保
険
条
例

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
社
会
情
勢

を
受
け
、
国
が
平
成
22
年
１
月
１

日
か
ら
、
社
会
保
険
料
等
の
延
滞

金
を
軽
減
す
る
法
律
を
施
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
本
市
も
同
様
の
軽

減
を
行
う
た
め
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

■
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー　

ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス

・
指
定
管
理
者

　
　

行
方
市
玉
造
甲
４
０
３
番
地

　
　

 

社
会
福
祉
法
人　

行
方
市
社

会
福
祉
協
議
会

　
　

会
長　

伊
藤
孝
一

・
指
定
期
間

指
定
管
理
者
の
指
定

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

一
部
を
改
正

条　

例

■公平委員
　五

い そ の

十野芳
よし お 

男（小貫361番地５）
　　岡里年貢氏の退任に伴い、後任に五十野氏を選任。

■教育委員
　根

ね

本
もと

　安
やす

定
ただ

（杉平89番地１）　　羽
はにゅう

生成
せいいちろう

一郎（山田2034番地）
　根

 ね もと

本　　孝
たかし

（芹沢908番地17）
　　 平成 21 年 11 月 30 日で根本安定氏、羽生成一郎氏が任期満了に
なるため引き続き両氏を任命。また、下河邉幸夫氏の退任に伴い、
後任に根本孝氏を任命。

■監査委員
　大

おお

橋
はし

　和
かず

範
のり

（行方1978番地１）
　　 平成 21 年 11 月 30 日で百瀨和朗氏が任期満了になるため、新た
に大橋氏を選任。

ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
は
麻
生
に
あ
り
ま
す

　市が設置する「公の施設」の管理運営
を、民間企業やＮＰＯ法人などの幅広い
団体で行うことができる制度です。
　この制度が創設されるまでは、「管理
委託制度」といって、市の出資法人や農
協、土地改良区などの限られた公共的団
体にしか管理を委託できませんでした。
　本市では、８施設に指定管理者制度を
導入して民間事業者が持つノウハウや活
力を活用することで、経費削減と住民
サービスの向上を図っています。

※公の施設とは･･･地方自治法第244条第１項
で定められた、「住民の福祉を増進する目的をもっ
てその利用に供するための施設」をいいます。
具体的には、老人ホーム、図書館、公民館、体育館、
野球場、公園、市営住宅などです。

《
期
末
手
当
の
支
給
割
合
》

●
６
月
期　

１
・
６
月
分

●
12
月
期　

１
・
75
月
分

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
21
年
12
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
選
挙
管
理
委
員
（
４
人
）

石い
し
か
わ川
恭き

ょ
う
じ二

　
　
（
根
小
屋
２
２
２
番
地
１
）

島し
ま

田だ

昌ま
さ
か
ず和 

（
三
和
６
３
９
番
地
）

瀧た
き
さ
き崎
紘こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

　
　
　
（
玉
造
甲
２
２
７
番
地
）

髙た
か

野の

武た
け

衛え（
於
下
１
２
４
５
番
地
）

■
選
挙
管
理
委
員
補
充
員（
４
人
）

島し
ま

田だ

福ふ
く
じ
ゅ壽
（
浜
４
９
３
番
地
）

羽は
に
ゅ
う生
昭し

ょ
う
い
ち市

　
　
（
麻
生
１
２
６
１
番
地
１
）

横よ
こ

瀬せ

洋よ
う
ぞ
う三

　
（
山
田
３
６
６
２
番
地
２
１
）

野の

島じ
ま

清き
よ
し司
（
捻
木
４
４
０
番
地
）

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

は
、地
方
自
治
法
第
１
８
２
条
で
、

議
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
原
則

と
し
て
４
年
で
す
。

選　

挙

人事案件に同意人事案件に同意
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会計別 補正額 主な内容 総　額

一 　 般 6 億 5,166 万
5,000 円増額

・障害者自立支援給付費国庫負担金 /
2,321 万 3,000 円

・地域活性化･公共投資臨時交付金 /
2 億 8,896 万円

・地域情報通信基盤整備推進交付金 /
1 億 6,800 万円

・前年度繰越金 / 6,389 万 5,000 円
・地域情報通信基盤整備推進事業債 /

5,200 万円
・職員給与費 / △ 1,122 万 1,000 円
・地域情報通信基盤整備事業 /

5 億 902 万円
・障害者福祉サービス事業 /

4,630 万 4,000 円
・児童措置費国県負担金返納金 /

1,091 万 5,000 円
・新型インフルエンザ対策事業 /

5,447 万 1,000 円
・農業振興費 / 1,178 万 7,000 円
・道路維持補修事業 / 1,996 万 3,000 円

156 億 2,880 万
2,000 円

特　

別

国 民 健 康 保 険 7,759 万１,000
円増額

・職員給与費 / 449 万 1,000 円
・一般被保険者償還金 / 7,300 万円

50 億 9,438 万
１,000 円

介 護 保 険 19 万 6,000 円
減額 ・職員給与費 / △ 19 万 6,000 円 25 億 1,681 万

5,000 円

農 業 集 落
排 水 事 業

160 万 1,000 円
減額

・職員給与費 / △ 262 万 1,000 円
・施設管理費 / 102 万円

7億 1,059 万
9,000 円

特定環境保全公
共 下 水 道 事 業

98 万 3,000 円
増額

・職員給与費 / △ 61 万 3,000 円
・施設管理費 / 159 万 6,000 円

3 億 1,748 万
3,000 円

流 域 関 連 公 共
下 水 道 事 業

32 万 3,000 円
増額 ・職員給与費 / 32 万 3,000 円 3 億 8,622 万

3,000 円

水 道 事 業 251 万 1,000 円
増額 ・職員給与費 / 251 万 1,000 円

収 益 的 収 入
及 び 支 出
7億 9,670 万円

※職員給与費の増減は、期末・勤勉手当、給料表の改定等によるものです。

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
に
約
５
億
円

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
に
約
５
億
円

　

現
在
、
行
方
市
内
に
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用

で
き
な
い
地
域
が
あ
り
、
情
報
通
信
格
差
の
早
期

是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
行
政
と
民
間
企
業
が
連
携
し
て
光
フ
ァ

イ
バ
網
の
整
備
を
行
い
、
全
て
の
市
民
に
最
良
の

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
「
行

方
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業
」
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●事業主体　行方市

●整備対象地 域　行方市内の光ファイバによるインターネット接
続サービス未提供地域〔麻生地区の一部（73 局・
77局）、玉造地区全地域（55局・56局・57局）〕

　　　　　　※ 麻生地区の一部（72局）及び北浦地区は民設民営
で整備

●整備範囲　光ファイバケーブルの敷設
　　　　　　 中継網設備や住民等への引込み線等は電気通信事業

者が整備

●整備する光ファイバの距離　約 246キロメートル
　　　　　　共架する電柱　約 7,319 本

●総事業費　5億 902万円（国庫補助事業）
　　　・地域情報通信基盤整備推進交付金　1億 6,800 万円
　　　・地域活性化・公共投資臨時交付金　2億 8,896 万円
　　　・地域情報通信基盤整備推進事業債　5,200 万円

平成21年度平成21年度

補補  

正正
予予  
算算

一
般
会
計　

約
６
億
５
，
０
０
０
万
円
増
額

一
般
会
計　

約
６
億
５
，
０
０
０
万
円
増
額

クローズ
アップ
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10
月
定
例
会
で
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
平
成
20
年

度
の
決
算
の
認
定
案
は
、
10

月
29
〜
30
日
に
決
算
特
別
委

員
会
第
１
・
第
２
分
科
会
を

開
催
し
、
詳
細
に
わ
た
り
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
月
27
日
の
本

会
議
で
、
決
算
特
別
委
員
長

か
ら
、
委
員
会
で
の
審
査
の

経
過
及
び
結
果
が
報
告
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
９
会
計
す
べ

て
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し

た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審

査
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

　

◆
第
１
分
科
会

　

 　

議
会
事
務
局
、
総
務
部
、

会
計
課
、
保
健
福
祉
部
、
教

育
委
員
会
を
審
査

　

◆
第
２
分
科
会

　

 　

建
設
部
、水
道
課
、経
済
部
、

農
業
委
員
会
を
審
査

施
策
の
効
果
は
い
か
に

施
策
の
効
果
は
い
か
に
?!?!

平
成
平
成
2020
年
度
決
算

年
度
決
算

ズバリ !!
検　 証

平
成
20
年
度
各
会
計
の
決
算
状
況

総務・財政福祉・健康

歳 入 歳 出 差引残額
一 般 会 計 163 億 1,820 万 5,021 円 157 億 2,611 万 2,648 円 5 億 9,209 万 2,373 円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 52億 842 万 7,407 円 49 億 7,846 万 5,731 円 2 億 2,996 万 1,676 円
老 人 保 健 特 別 会 計 3億 9,116 万 7,403 円 3 億 7,327 万 5,643 円 1,789 万 1,760 円
介 護 保 険 特 別 会 計 26億 7,388 万 7,636 円 26 億 776 万 3,756 円 6,612 万 3,880 円
後期高齢者医療特別会計 2億 6,394 万 4,249 円 2 億 6,382 万 6,449 円 11 万 7,800 円
農業集落排水事業特別会計 3億 8,302 万 820 円 3億 5,038 万 5,807 円 3,263 万 5,013 円
特定環境保全公共下水道事業特別会計 2 億 9,337 万 4,028 円 2 億 8,330 万 5,507 円 1,006 万 8,521 円
流域関連公共下水道事業特別会計 4億 8,232 万 692 円 4億 6,900 万 7,701 円 1,331 万 2,991 円

水道事業会計
収 益 的 8億 1,569 万 1,200 円 8 億 267 万 8,946 円 1,301 万 2,254 円
資 本 的 1,371 万 7,807 円 5 億 5,923 万 4,136 円 △ 5億 4,551 万 6,329 円

合　　　　計 268 億 4,375 万 6,263 円 264 億 1,405 万 6,324 円 4 億 2,969 万 9,939 円

　　住民税電算委託料など委託料
の占める割合が多いが、委託しな
ければ職員はできないのか。
　　個人ごとに職員は計算できる
が、大量の課税事務を行うために
は、電算システムを利用せざるを
得ない。委託料は高いため、契約
に当たってはコスト削減になるよ
う努めている。

　　平成20年度からコンビニ収
納を始めたが、どのぐらいの収納
があったか。
　　一般会計で約１億 2,000 万円
の収納があった。期限内ならコン
ビニ納付ができるという啓蒙活動
を今後も市報などを通して行って
いきたい。

　　茨城租税債権管理機構に負担
金 598 万円を支払っているが、
費用対効果はどうか。
　　平成 20 年度は、本市から移
管された一般税及び国保税を1,459
万 9,227 万円収納している。滞納
分の収納率は、市は約 20％である
が、機構は平均的に30％～ 40％で
あるので費用対効果はあると思う。

　　全体的に国や県からの交付金
や補助金等は前年度と比べてどう
なっているか。
　　定額給付金や子育て関係など
国の経済対策に伴う補助金等で国
庫支出金は増えたが、特定防衛施
設周辺対策交付金は年々減ってき
ている。

答

問

答

問

答

問

答

問

　　福祉バスの運行状況は。
　　２台の福祉バスが運行してい
るが、平成 20 年度は、１号車は
193 件 5,373 人、２号車は 167 件
4,606 人の利用があった。その内
訳は、スポーツ少年団など教育委
員会関係団体が約 54％、老人ク
ラブやボランティアなど福祉関係
が約 32％、行政各課が約 14％と
いう状況である。

　　老人クラブへの補助金はどう
なっているのか。また、各クラブ
から市への負担金というのはある
のか。
　　各クラブへ一律 37,500 円の
補助金を交付している。50 人以
上のクラブは、37,500 円のうち
25,000 円が県から充当されてい
る。老人クラブから市へ支払う負
担金はない。

　　白帆の湯運営事業の市の一般
財源充当額はいくらか。また、管
理委託料が多いが、契約の見直し
など競争の原理を働かせて行うべ
きだと思うが。
　　一般財源からの充当額は約
1,732 万 6,000 円である。指定管理
者制度の導入が行われれば人件費
等の経費削減ができるかと思う。

　　出産報償金は増額できないの
か。
　　子ども 1人に対して 3万円を
支払っているが、市単独の事業で
あるのでご了承願いたい。

答
問

答

問

答

問

答

問
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環境・農林水産・商工建設・上下水道 教　育

　　外国語指導助手は JET プロ
グラム（語学指導等を行う外国
青年招致事業）を通すより民間会
社からの派遣のほうが安いという
が、その人選はどこが行っている
のか。
　　人選は、実際に市が行ってい
るわけではないが、会社との契約
の段階で市や学校の希望は伝えて
いる。やはり民間会社のほうが安
く済んでいるので、今後もこの形
で進めたい。

　　学校給食で地元の食材をどの
くらい使用しているのか。
　　約 7割使用している。給食セ
ンターが民間委託になっても、安
全や食育の面から可能な限り地元
の食材を使用したい。

　　市民運動会についてどう考え
ているのか。
　　平成 20 年度は延べ約 4,700
人の参加があった。市として１箇
所で開催することを検討してきて
いるが、この人数を１箇所には
収容できないので、現時点ではス
ポーツの祭典なども並行して考え
ている。

　　玉造中学校既存校舎解体工事
が当初予算より約2,300万円増
額になった理由は。
　　解体に当たり、アスベストが
発見されたため、処理方法が一般
処分から法定処分に変更されたた
めである。

　　小・中学校のパソコンの整備
状況は。
　　総数 973 台のうちリースが
773 台である。リース料は高いの
で、順次計画を立て、リース期間
が切れて買い取ったほうがいい場
合は、買い取りに切り換えている。

　　市内の私立幼稚園に対する運
営費補助金は、いつまで支払うの
か。
　　平成 27 年度までを目安に継
続する予定である。

　　ごみ収集運搬委託料は約
5,900 万円で随意契約をしてい
るが、一般競争入札等のほうが経
費削減につながるのでは。
　　現在委託している業者はこれ
まで市や地域の状況に応じて収集
してきたノウハウがあるため、随
意契約をしてきた経過がある。今
後は値下げする何らかの方法を考
えていきたい。

　　農作物病害虫防除対策として
行っている空中散布の面積は、前
年度と比べてどうか。
　　面積は、75.7 ヘクタール増加
している。農業生産の安定のため
に、今後も散布希望者が増えるよ
う努めていく。

　　なめがたフロンティア農園構
想策定事業で提言書を作成した
が、提言実現に向けてどう考えて
いるか。
　　経済部の各課が連携して、次
世代農業のあるべき姿に向けた各
種施策を展開していきたい。また、
５カ年計画を立てて提言を実現し
ていく考えである。

　　霞ヶ浦のワカサギやウナギな
どが消費されるためにどう進めて
いくのか。
　　漁業組合とともに行っている、
ワカサギの人工孵化等の増殖事業
や、小学生を対象とした水産教室
を開催する地産地消事業を続ける
とともに、地元をはじめ幅広く積極
的に消費
される新
たな事業
を関係機
関が連携
し考えて
いきたい。

　　水辺サイクルネットワーク事
業はどうであったか。
　　平成 20 年度のレンタサイク
ルの利用は 100 人程度であった。
現在は 300 人近くと、利用は高
まっている。

水産教室

　　道路維持費の不用額が約
2,500万円と多いのは。
　　経済危機対策臨時交付金の関
係で、ほぼ全額が次年度への繰越
しとなっているためである。実際
の不用額は約 78 万円とほとんど
ない。

　　建築耐震化事業で、耐震診断
後の指導を行わなければ、補助を
出す意味がないのでは。
　　診断結果表に基づき設計診断
士による指導はある。その後は個
人の判断であり、経費もかかるの
で、改修に至ったケースはなかな
かない。

　　市営住宅使用料の未納者への
対応は。
　　職員が定期的に訪問し、入居
者の実情に照らし合わせて納付を
促している。今後も未納解消に努
めていく。

　　高度処理型浄化槽の設置基数
は。また、下水道事業は高度処理
型浄化槽を推進していったほうが
いいのでは。
　　5人槽が５基、７人槽が９基、
10 人槽が２基である。また、下
水道事業はエリアの問題があるの
で、下水道、排水路、道路などの
整合性を取り、地元に合った整備
方法を進めていきたい。

　　各下水道の供用率は。また、
流域関連の工事の状況は。
　　水洗化率でいうと、流域関
連が 52.83％、特定環境保全が
48.57%、農業集落排水が 99.08％
である。また、流域関連は、平成
22 年度で現在の認可区域の工事
が終了する。平成 20 年度の段階
で、整備率は約 96％である。

　　茨城県企業局からの水道用水
受水率は。
　　約 27％となる。新原、蔵川、
繁昌、泉、次木の浄水場に受水し
ている。泉及び次木配水場は全水
である。

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問
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高木　　正 議員

Ｑ 

再
編
交
付
金
は
騒
音
被
害
住
民
の

要
望
に
こ
た
え
て
い
な
い
の
で
は

Ａ 
今
後
は
還
元
で
き
る
よ
う
な
配
分
の
方
向
性
で
検
討
し
て
い
く

１
．
百
里
基
地
に
つ
い
て

（
１
）
ど
こ
へ
い
く
再
編
交
付

金
（
２
）
騒
音
対
策

２
．
市
有
地
（
手
賀
地
区
ゴ

ル
フ
場
跡
地
）
の
用
地
譲
渡

に
係
る
基
本
協
定
に
つ
い
て

の
二
つ
の
命
題
に
対
し
、
私

は
、

①
坂
本
前
市
長
の
単
独
政
治

判
断
に
そ
の
原
点
が
あ
り
、

議
決
や
民
意
の
同
意
も
な
く

締
結
し
た
が
ゆ
え
に
発
生
し

た
問
題
で
あ
る
。
②
そ
の
結

果
が
住
民
生
活
に
大
き
な
関

わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
り
な

が
ら
、
秘
密
裏
に
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
③
そ
の
結
果
、

こ
こ
に
至
っ
て
も
、
再
編
交

付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

元
関
係
者
の
迷
惑
、
要
望
に

は
こ
た
え
ず
じ
ま
い
で
あ
り
、

ここが
聞きたい！
ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！

問
質
般
一

登
壇
順
に
、
質
問
と

答
弁
を
要
約
し
て
一

部
掲
載
し
ま
す
。

手
賀
地
区
ゴ
ル
フ
場
跡
地
譲

渡
協
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

15
年
以
来
何
の
進
展
も
な

く
、
白
紙
に
戻
す
と
い
い
な

が
ら
も
相
手
と
は
連
絡
を
取

れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

の
理
由
に
よ
っ
て
、
行
方
市

の
将
来
に
と
っ
て
、
今
後
多

難
な
る
展
開
が
よ
り
一
層
予

想
さ
れ
る
と
危
惧
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
将
来
厳
し
い
歴

史
的
判
断
を
も
っ
て
断
罪
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
確

信
す
る
が
ゆ
え
の
質
問
で
あ

る
。

　
　

再
編
交
付
金
は
騒
音
被

害
住
民
の
た
め
の
生
活
補
償

で
あ
る
と
思
う
が
、
要
望
に

こ
た
え
て
い
な
い
の
で
は
。

騒
音
対
策
に
は
、
積
極
的
な

行
政
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性

が
あ
る
と
思
う
が
、
騒
音
被

害
地
域
へ
の
対
応
は
。
騒
音

値
の
測
定
を
な
ぜ
当
該
市
が

独
自
で
と
ら
え
よ
う
と
し
な

い
の
か
、
ま
た
姿
勢
は
。
交

付
金
の
使
い
勝
手
が
悪
い
の

で
は
。
市
長
は
選
挙
中
、
対

象
地
域
へ
の
こ
れ
か
ら
の
運

営
に
対
し
て
は
、
し
か
る
べ

き
方
向
で
や
る
と
明
言
し
て

い
た
が
ど
う
な
の
か
。

　
　

市
長　

私
は
、
全
く
そ

う
い
う
つ
も
り
で
い
ま
す
。

再
編
交
付
金
も
10
年
ど
こ
ろ

で
は
な
い
、
騒
音
等
は
こ
れ

か
ら
も
未
来
永
劫
続
く
わ
け

で
す
か
ら
、
こ
の
地
域
事
情

を
説
明
し
な
が
ら
、
交
付
金

が
も
ら
え
る
よ
う
陳
情
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

答

問

　
　

債
務
認
識
は
あ
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

協
定
書
は

土
地
の
売
買
契
約
で
は
な
い

と
判
断
し
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
土

地
の
利
用
に
制
限
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

連
絡
の
と
れ
な
い
相
手

の
調
査
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

私
に
な
っ

て
か
ら
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

今
後
の
協
議
は
、甲
（
坂

本
前
玉
造
町
長
）、
乙
（（
社
）

農
村
資
源
開
発
協
会
）、
丙

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
（
株
））
で
３
者
協
議

市
有
地
（
手
賀
地
区
ゴ
ル
フ

場
跡
地
）
の
用
地
譲
渡
に
係

る
基
本
協
定
に
つ
い
て

と
な
っ
て
い
る
が
、
丙
は
乙

の
理
事
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
不
平
等
な
協
定
書
の

締
結
を
し
た
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

こ
の
ゴ
ル

フ
場
跡
地
は
、
優
良
企
業
を

誘
致
し
、
町
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当

時
玉
造
町
が
取
得
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
用
地
に
は
農
地

が
含
ま
れ
て
お
り
、
農
業
関

係
の
開
発
で
あ
れ
ば
農
地
転

用
が
容
易
で
は
な
い
か
と
の

観
点
か
ら
、
譲
渡
協
定
締
結

に
至
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
相
手
方
を
よ
く
調
査
し

て
、
解
決
に
向
け
て
努
力
し

ま
す
。

　
　

何
度
も
「
白
紙
に
戻
す
」

と
前
市
長
は
言
っ
て
い
た
が
、

今
ま
で
の
交
渉
の
記
録
は
。

ま
た
、
こ
の
土
地
に
対
す
る

協
定
書
の
拘
束
力
は
ど
の
程

度
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長　

白
紙
に
戻

す
件
は
、
顧
問
弁
護
士
と
協

議
の
上
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

協
定
書
に
あ
る
10
年
間
の

期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
の

で
、
こ
の
土
地
の
有
効
利
用

を
図
ろ
う
と
し
た
場
合
は
、

当
然
相
手
方
と
交
渉
し
て
、

お
互
い
話
し
合
い
の
上
解
除

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　
　

伊
藤
市
長
は
責
任
者
と

し
て
ど
う
考
え
る
か
。
市
長

に
は
、
市
と
し
て
憂
慮
す
べ

き
認
識
に
基
づ
く
行
政
感
覚

を
も
っ
て
、
そ
の
業
務
に
邁

進
し
、
行
方
市
の
礎
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

市
長　

重
要
な
協
定
書

で
す
の
で
、
議
会
の
承
認
も

得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私

の
個
人
的
な
意
見
と
し
て

は
、
坂
本
前
市
長
の
個
人
の

契
約
か
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
ま
す
。
６
年
も
経
過
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
市
と
し
て
も
市
民
の

皆
様
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
な
方
策
で
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

百
里
基
地
に
つ
い
て

す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
10
億

円
の
う
ち
、
約
３
億
８
，
０

０
０
万
円
を
使
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
残

り
の
交
付
金
を
第
１
種
区
域

へ
す
べ
て
還
元
で
き
る
よ
う

な
配
分
の
方
向
性
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問問 答 答

答問答

問答

手賀地区ゴルフ場跡地
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市
有
対
象
建
築
物
耐
震

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、

そ
し
て
、
何
年
ま
で
に
ど
の

辺
ま
で
進
め
て
い
く
と
い
う

目
標
は
設
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

建
設
部
長　

ま
ず
、
耐

震
性
あ
り
が
58
棟
で
、
こ
れ

ら
は
有
効
に
利
用
し
て
い
き

ま
す
。
次
に
、
耐
震
補
強
を

す
る
も
の
が
８
棟
で
、
こ
れ

ら
は
平
成
24
年
度
を
目
安
に

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
実

施
し
て
い
け
れ
ば
と
い
う
予

定
で
す
。
次
に
、
調
整
中
の

も
の
が
66
棟
で
、
こ
れ
ら
は

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
ま
で
に
存
続
か
統
廃
合
か

の
結
論
を
出
し
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
最
後
に
、
そ
の

他
が
９
棟
で
、
こ
れ
ら
は
平

成
27
年
度
ま
で
に
廃
止
又
は

解
体
と
い
う
こ
と
で
、大
ざ
っ

公
共
施
設
の
耐
震
化
推
進
状

況
は

Ｑ 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

は
考
え
て
い
る
か

ぱ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
応

の
目
安
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
大
ざ
っ
ぱ
な
対
応

で
耐
震
化
率
90
％
の
目
標
に

ど
う
こ
た
え
る
の
か
。

　
　

建
設
部
長　

存
続
か
、

統
廃
合
か
、
解
体
か
を
整
理

し
て
、
耐
震
の
必
要
性
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
90
％
を
目

指
す
と
い
う
こ
と
で
、
安
全

な
施
設
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
震
防
災
対
策
特
別
措

置
法
改
正
の
成
立
を
受
け
て

か
ら
の
本
市
の
対
応
は
。

　
　

総
務
部
長　

補
助
率
が

上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ

る
具
体
的
対
応
は
、
今
の
と

こ
ろ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

こ
の
改
正
は
昨
年
６
月

11
日
に
与
野
党
合
意
で
成
立

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
市

町
村
の
取
り
組
み
と
し
て
、

学
校
の
耐
震
化
に
お
い
て
耐

震
診
断
の
実
施
の
義
務
づ
け

と
耐
震
診
断
の
結
果
の
公
表

の
義
務
づ
け
が
あ
り
ま
す
。

義
務
づ
け
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
実
施
し
て
い
な
い
の

は
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
れ

ば
、
国
の
方
針
に
従
わ
な
く

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の

か
。

　
　

教
育
次
長　

文
部
科
学

省
か
ら
、
県
を
通
じ
て
学
校

の
耐
震
化
に
つ
い
て
早
く
進

め
る
よ
う
当
然
指
摘
は
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
ま

で
の
学
校
適
正
配
置
の
中
で

校
舎
の
耐
震
化
は
ク
リ
ア
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

よ
ろ
し
い
と
の
確
認
を
取
っ

て
い
ま
す
。
決
し
て
こ
の
法

律
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
二
重
投
資
を
し
な
い

形
で
現
在
進
め
て
い
る
の
が

事
実
で
す
。

　
　

学
校
の
耐
震
化
を
一
段

と
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
民

間
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
進

め
て
い
く
よ
う
、
文
部
科
学

省
か
ら
各
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
を
通
じ
資
料
が
届
い

て
い
る
か
と
思
う
が
、
Ｐ※

Ｆ

Ｉ
手
法
の
活
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

市
長　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を

有
効
に
活
用
し
て
、
本
当
に

こ
の
耐
震
化
率
を
90
％
に
達

成
し
て
い
く
方
法
を
み
ん
な

で
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ･･･

P
riva
te
 

F
in
a
n
c
e
 In
itia
tive

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト･

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス･

イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
）
の
頭
文
字
で
、

公
共
施
設
等
の
建
設
、

維
持
管
理
・
運
営
等
を

民
間
の
資
金
、
経
営
能

力
及
び
技
術
的
能
力
を

活
用
し
て
行
う
新
し
い
手

法
の
こ
と
。

　
　

本
市
に
お
け
る
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
は
。

　
　

市
長　

乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
は
、
少
子
化
対
策

と
し
て
医
療
費
に
か
か
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
小
児
疾
患
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
促
進

し
、
健
康
の
保
持
及
び
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
県
と
市
が
一
体
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
対
象
と
な
る
の
は
、

小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

前
市
長
は
市
長
選
の

中
で
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
を
公
約
に
掲
げ

て
い
ま
し
た
が
、
伊
藤
市
長

も
、
子
供
を
産
み
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
、
再

三
訴
え
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
こ
の
辺
の
対
応
は
相
当

大
き
い
も
の
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
一
人
で
あ
り
ま
す

が
、
心
境
を
お
聞
き
か
せ
願

い
た
い
。

　
　

市
長　

私
も
少
子
化
対

策
の
解
決
方
法
と
し
て
、
医

療
費
の
無
料
化
を
考
え
て
い

ま
す
。
来
年
の
10
月
か
ら
は
、

県
で
小
学
３
年
生
ま
で
無
料

化
と
い
う
方
針
が
決
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
平
成
23
年
度
あ
た
り
に

は
、
小
学
６
年
生
ぐ
ら
い
ま

で
無
料
化
と
い
う
こ
と
を
今

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ

い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

所
得
制
限
は
設
け
て
い

る
の
か
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

県
の

基
準
で
所
得
制
限
を
設
け
て
、

現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

あ
く
ま
で
も
子
供
に
対

す
る
公
平
・
公
正
な
取
り
組

み
が
大
事
な
わ
け
で
、
こ
の

所
得
制
限
に
対
し
て
は
い
ろ

い
ろ
な
論
議
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
県
内
で
制
限
を
撤
廃
し

て
い
る
市
町
村
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。
市
長
を
中
心

に
、
所
得
制
限
撤
廃
に
も
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

保
健
福
祉
部
長　

平
成

21
年
４
月
１
日
現
在
の
県
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
乳
幼
児

に
限
っ
て
は
26
市
町
村
が
撤

廃
し
て
い
ま
す
。

Ａ  

平
成
23
年
度
頃
、
小
学
６
年
生
ぐ
ら
い
ま
で
無
料
化

に
す
る
こ
と
を
今
検
討
し
て
い
る

問

答

問問 答答

問 答

問 答答

問答

問答 問 答

問
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山
田
川
改
修
の
状
況

は
。

　
　

市
長　

山
田
川
は
、
大

雨
が
降
る
と
、
県
道
山
田
玉

造
線
と
島
並
鉾
田
線
の
交
差

部
分
一
帯
が
水
没
し
、
幾
度

と
な
く
通
行
止
め
に
な
る
た

め
、
関
係
区
長
と
と
も
に
県

へ
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

改
修
状
況
を
鉾
田
工
事
事

務
所
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

山
田
川
は
利
根
川
水
系
霞
ヶ

浦
圏
域
河
川
整
備
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

県
単
独
で
は
事
業
化
が
厳
し

い
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

現
在
道
路
改
良
を
計
画
中
で

あ
る
の
で
、
小
幡
地
内
の
道

路
冠
水
は
解
消
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
　

流
域
の
排
水
路
整
備

河
川
整
備
に
つ
い
て

は
。

　
　

市
長　

道
路
整
備
に
伴

い
、
排
水
路
を
整
備
し
て
い

ま
す
が
、
流
末
と
な
る
川
が

氾
濫
す
る
地
域
で
は
そ
の
機

能
が
果
た
せ
ず
、
上
流
部
分

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
山
田
川

整
備
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

Ｑ 

山
田
川
改
修
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

Ａ 

県
単
独
で
は
事
業
化
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る

　
　

新
年
度
予
算
配
分
の
考

え
方
は
。

　
　

市
長　

平
成
19
年
度

か
ら
枠
配
分
方
式
を
取
り
入

れ
、
す
べ
て
の
事
業
を
見
直

し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
と

持
続
的
で
安
心
で
き
る
財
政

構
造
基
盤
確
立
の
第
一
歩
と

し
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
予
算
も
、
枠

配
分
方
式
で
編
成
す
る
計
画

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
課

に
予
算
編
成
の
裁
量
を
与
え
、

新
規
事
業
に
取
り
組
む
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
、
ゼ
ロ

シ
ー
リ
ン
グ
と
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
総
額
を
目
安

に
、
厳
し
い
査
定
で
臨
み
ま

す
。

　
　

米
軍
再
編
交
付
金
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
は
。

　
　

総
務
部
長　

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま

で
の
６
年
間
で
事
業
を
実
施

し
、
行
方
市
全
域
で
、
６
，

７
０
０
万
円
を
各
行
政
区
に

傾
斜
配
分
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
75
Ｗ
以
上
の
エ
リ
ア

に
、
再
編
交
付
金
を
配
分
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

教
員
と
し
て
ど
ん
な
教

育
理
念
を
持
っ
て
き
た
か
。

　
　

教
育
長　

ア
メ
リ
カ
の

家
庭
教
育
学
者
の
著
書
の
中

に
あ
る
「
認
め
て
あ
げ
れ
ば

自
分
が
好
き
に
な
る
。
愛
し

て
あ
げ
れ
ば
人
を
愛
す
る
こ

と
を
学
ぶ
。
分
か
ち
合
う
こ

と
を
教
え
れ
ば
、
子
供
は
思

い
や
り
を
学
ぶ
。」
と
い
う
一

説
が
、
今
も
私
の
教
育
理
念

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

校
長
に
な
っ
て
か
ら
、
教

育
に
対
す
る
情
熱
と
職
責
を

果
た
そ
う
と
す
る
教
師
と
し

て
の
使
命
感
を
持
ち
、
笑
顔

と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
徒
に

対
応
す
る
質
の
高
い
教
師
集

団
を
つ
く
る
こ
と
を
、

学
校
経
営
上
の
理
念

と
し
て
持
ち
続
け
て

い
ま
す
。

　
　

教
育
長
に
就
任

し
て
、
市
の
教
育
行

政
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

平
成
22
年
度
予
算
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　

教
育
長　

教
育
長
と
い

う
立
場
で
教
育
を
考
え
る
と
、

学
校
教
育
に
加
え
て
生
涯
学

習
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち

に
は
健
や
か
で
た
く
ま
し
い

体
を
つ
く
る
こ
と
、
ま
た
自

分
の
個
性
を
伸
ば
し
、
社
会

的
自
立
を
な
し
遂
げ
、
自
己

実
現
が
図
れ
る
よ
う
学
校
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
、
ま
た
成
人
や
お
年
寄

り
に
は
、
健
康
で
明
る
く
、

生
き
生
き
と
張
り
の
あ
る
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
文
化

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会

教
育
を
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
ら
学
ぶ
と
と
も
に
、
社

会
教
育
に
直
接
、
間
接
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
教
育
行
政
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

学
校
等

適
正
配
置
に

係
る
教
育
長

の
考
え
、
進

め
方
は
。

　
　

教
育
長

本
市
で
は
、

少
子
化
に
よ

り
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
傾

向
が
長
期
的
に
続
い
て
お
り
、

小
・
中
学
校
の
小
規
模
化
が

顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学

校
施
設
も
、
ほ
と
ん
ど
の
校

舎
が
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年

代
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
補
強

や
改
築
が
必
要
な
状
況
で
、

児
童
・
生
徒
の
適
正
規
模
と

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
等
適
正
配
置
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
か

ら
平
成
27
年
ま
で
の
間
に
、

統
合
中
学
校
１
校
、
統
合
小

学
校
４
校
、
統
合
幼
稚
園
１

園
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

北
浦
地
区
統
合
小
学
校

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　

教
育
長　

地
域
の
合
意

を
得
る
の
が
最
優
先
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
計
画
ど
お

り
統
合
時
期
を
平
成
26
年
４

月
と
す
る
と
、
市
の
判
断
を

早
い
時
期
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
期
限
は
平

成
23
年
度
前
半
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
北
浦
地
区

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
判
断
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問答問

問 答答

問答

問答問

答

問答

問答

山田川の氾濫で水没したハス田

根
本
教
育
長
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三
和
区
、
内
宿
区
内
の

小
舟
津
地
区
、
山
田
一
区
の

一
部
の
中
学
生
20
数
名
は
、

国
道
３
５
４
号
線
か
ら
市
道

（
北
）
３
０
５
７
号
線
を
通
っ

て
北
浦
中
へ
自
転
車
で
通
学

し
て
い
ま
す
。
国
道
３
５
４

号
線
か
ら
市
道
（
北
）
３
０

５
７
号
線
に
入
っ
た
２
０
０

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
場
所
が

Ｓ
字
型
の
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
見
通
し
が
悪
い
上
、道
幅

も
狭
く
、通
学
路
と
し
て
は
非

常
に
危
険
で
す
。

　

去
る
10
月
に
、
茨
城
町
で
、

自
転
車
で
登
校
途
中
の
小
学

生
が
ト
ラ
ッ
ク
に
ひ
か
れ
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
は
、

幹
線
道
路
が
混
む
の
で
、
迂

回
路
と
し
て
町
道
を
利
用
す

る
自
動
車
が
多
く
な
っ
た
の

が
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
場
所
も
朝
夕
は
自
動

北
浦
中
学
校
の
通
学
路
に
つ

い
て

Ｑ 

北
浦
複
合
団
地
へ
の
企
業
誘
致
は

Ａ  

雇
用
対
策
、
若
者
の
定
着
・
増
加
に
つ
な
が
る
の
で
、

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

車
の
通
行
が
多
い
た
め
、
早

急
な
対
応
を
お
願
い
し
た

く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　

市
長　

市
道
（
北
）
３

０
５
７
号
線
は
、
本
年
３
月

に
策
定
し
た
「
行
方
市
道
路

整
備
計
画
」
の
中
で
、
生
活

幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
幹
線

道
路
は
全
14
路
線
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
路
線
は
、
①
施
工

中
の
道
路
で
人
家
が
密
集
し

て
い
る
路
線
、
②
補
助
事
業

が
活
用
で
き
る
地
域
で
用
地

確
保
が
容
易
な
道
路
、
③
生

活
道
路
で
沿
線
に
人

家
が
多
く
、
協
力
体

制
が
整
っ
て
い
る
道

路
、
④
路
肩
、
路
面

等
の
破
損
が
ひ
ど
く
、

早
急
な
改
修
が
必
要

な
道
路
と
４
つ
の
基

準
か
ら
、
今
後
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
重
点
的
に
整
備

を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
道
路
整
備
は
、
道

路
整
備
計
画
の
整
備
方
針
等

に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
本
市
の
財
政
状
況
は
依

然
と
し
て
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
は
市

民
生
活
の
安
定
に
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

建
設
部
長　

市
道
（
北
）

３
０
５
７
号
線
は
生
活
幹
線

道
路
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
す
が
、
他
の
生
活
幹
線
道

路
や
要
望
道
路
等
の
道
路
整

備
の
進
捗
状
況
な
ど
か
ら
、

な
か
な
か
事
業
着
手
へ
と
進

ま
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
元
区
と
相
談

し
な
が
ら
当
該
箇
所
の
整
備

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

北
浦
複
合
団
地
内
の

成
田
地
区
か
ら
長
野
江
地

区
へ
通
じ
る
市
道
（
北
）

１
３
３
８
号
線
の
北
側
は
、

既
に
道
路
や
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
モ
デ
ル
団
地
、
ま
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
で
い
つ
で

も
工
場
に
整
地
さ
れ
る
よ
う

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

南
側
は
手
つ
か
ず
で
、
荒
れ

地
に
は
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
頃
工
事
に
入

る
の
か
お
伺
し
ま
す
。

　
　

市
長　

北
浦
複
合
団
地

は
、
地
域
住
民
の
雇
用
機
会

創
出
や
優
良
企
業
の
立
地
に

よ
る
地
域
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
県
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
先
行
し
て
北
側

の
第
１
期
地
区
を
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
南
側
の
第
２
期

地
区
は
第
１
期
地
区
の
分
譲

経
過
を
見
極
め
な
が

ら
整
備
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

平
成
20
年
４
月

に
企
業
誘
致
推
進
室

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
誘
致
の
詳
し
い

進
捗
状
況
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　
　

市
長　

こ
れ
ま
で
に
市

内
立
地
企
業
、
近
隣
の
工
業

団
地
へ
立
地
し
て
い
る
企
業

及
び
東
京
都
大
田
区
の
「
も

の
づ
く
り
企
業
」
な
ど
を
訪

問
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
企
業
の
投
資
情

報
の
収
集
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
県
の
産
業
立
地

推
進
東
京
本
部
な
ど
と
の
連

携
を
今
以
上
に
強
化
し
、
Ｐ

Ｒ
方
法
等
を
工
夫
し
な
が
ら
、

早
期
立
地
に
結
び
つ
く
よ
う

な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

建
設
部
長　

平
成
20
年

度
は
延
べ
29
社
訪
問
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
22
社
訪
問
し
て
い
ま

す
。

北
浦
複
合
団
地
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て

　
　

行
方
市
の
基
幹
産
業

は
農
業
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
日
本
の
農
業
の

担
い
手
は
65
歳
以
上
が
60
％

を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
本
市
も
例
外
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
本
市
の
財
政

面
や
人
口
の
減
少
を
防
ぐ
の

は
、
や
は
り
北
浦
複
合
団
地

へ
の
企
業
誘
致
に
か
か
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
長
に

は
、
政
治
生
命
を
か
け
る
く

ら
い
の
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

市
長　

茨
城
空
港
、
東

関
道
、
鹿
島
港
な
ど
の
交
通

ア
ク
セ
ス
も
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
、
最
重
要
課
題
と
と
ら
え

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

答

答

問答

問答答

答 問

高
速
バ
ス
に
看
板
を
掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ

市道3057号線　Ｓ字路の箇所
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こ
の
た
び
の
政
権
交
代

に
よ
り
、
国
の
施
策
や
予
算

に
つ
い
て
も
大
き
な
変
革
が

予
想
さ
れ
、
政
府
の
行
政
刷

新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分

け
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税

が
「
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
」

と
判
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
や

本
市
へ
の
影
響
は
は
か
り
切

れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今

後
、
十
分
注
視
し
な
が
ら
予

算
編
成
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
平

成
22
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

財
政
課
長　

歳
入
に
つ

い
て
は
、
市
税
は
、
平
成
21

年
度
と
比
べ
て
９
，
８
０
０

万
円
下
回
る
予
算
で
あ
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
平
成
22
年
度
の
市
税
は

約
１
億
円
減
額
の
35
億
円
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
予
算
編
成
は
慎

重
に

Ｑ 

平
成
22
年
度
の
予
算
編
成
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

　

続
い
て
、
地
方
交
付
税
並

び
に
地
方
譲
与
税
な
ど
の
交

付
金
等
は
63
億
円
、
国
・
県

支
出
金
は
20
億
円
、
起
債
で

あ
る
市
債
は
15
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
そ
の
他
を
含
め

て
歳
入
総
額
は
１
４
２
億
円

と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
の
義
務
的
経
費
の
総

額
は
71
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
人

件
費
は
33
億
９
，
０
０
０
万

円
、
扶
助
費
は
16
億
５
，
０

０
０
万
円
、
公
債
費
は
20
億

４
，
０
０
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
政
策
的
事
業
費
、

投
資
的
事
業
等
に
対
し
て
の

予
算
配
分
の
進
め
方
で
す
。

政
策
的
事
業
費
と
し
て
、
平

成
22
年
度
は
道
路
・
河
川
整

備
、
教
育
施
設
整
備
、
福
祉

施
設
整
備
、
基
金
積
み
立
て

そ
の
他
と
し
て
、
総
額
22
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
今
年
の
８
月
と
10
月
に

事
業
担
当
課
か
ら
事
業
費
の

要
望
を
受
け
て
、
総
務
部
で

聞
き
取
り
を
行
い
、
歳
入
見

込
み
額
を
考
慮
し
て
各
事
業

に
23
億
円
を
配
分
し
て
お
り
、

現
在
、
各
事
業
が
詳
細
な
予

算
要
求
書
を
作
成
し
て
い
る

段
階
で
す
。
大
ま
か
な
配
分

と
し
て
、
道
路
河
川
関
係
費

は
４
億
７
，
０
０
０
万
円
、

教
育
費
は
10
億
８
，
０
０
０

万
円
、
福
祉
関
係
は
１
億
５
，

０
０
０
万
円
、
基
金
積
み
立

て
そ
の
他
に
つ
い
て
は
約
６

億
円
で
す
。
今
後
の
予
算
査

定
で
事
業
費
は
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
　

現
在
の
基
金
の
積
み
立

て
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

財
政
課
長　

現
在
、
財

政
調
整
基
金
は
８
億
６
，
０

０
０
万
円
、
減
債
基
金
は
２

億
６
，
０
０

０
万
円
、
公

共
施
設
整
備

基
金
は
７
億

７
，
０
０
０

万
円
、
合
併

Ａ  

財
政
の
健
全
化
を
基
本
に
据
え
、
行
方
市
の
身
の
丈

に
あ
っ
た
生
活
者
重
視
の
予
算
編
成
を
行
う

振
興
基
金
は
５
億
円
な
ど
、

一
般
会
計
の
９
基
金
は
27
億

２
，
０
０
０
万
円
で
す
。

　
　

平
成
22
年
度
の
予
算
編

成
に
積
み
立
て
た
基
金
を
繰

り
入
れ
る
の
か
。

　
　

財
政
課
長　

新
公
共
交

通
運
営
事
業
等
に
２
，
０
０

０
万
円
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
に
１
，
１
０
０
万

円
の
繰
り
入
れ
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

合
併
特
例
債
の
借
入
総

額
は
現
在
い
く
ら
か
。

　
　

財
政
課
長　

平
成
20
年

度
ま
で
の
合
併
特
例
債
の
借

入
額
の
総
額
は
、
現
在
23
億

１
，
４
２
０
万
円
で
す
。

　
　

今
後
、
合
併
特
例
債
の

新
た
な
借
入
額
と
事
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

財
政
課
長　

合
併
特
例

債
を
ど
の
事
業
に
入
れ
る
か

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

の
計
画
で
は
、
特
例
債
は
現

在
の
と
こ
ろ
、
９
億
９
，
７

０
０
万
円
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
内
訳
の
１
つ
と
し
て
、

麻
生
地
区
統
合
中
学
校
施
設

整
備
事
業
で
特
例
債
３
億
２
，

０
０
０
万
円
、
玉
造
中
学
校

施
設
整
備
事
業
で
特
例
債
２

億
６
，
６
０
０
万
円
、
天
王

崎
周
辺
開
発
事
業
で
３
，
１

７
０
万
円
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
基
金
造
成
等
に
も
充
当

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

現
在
の
事
務
事
業
評
価

は
、
評
価
に
基
づ
き
予
算
編

成
を
行
い
、
予
算
を
執
行
し

て
み
て
、
結
果
に
よ
っ
て
ア

ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
方
式（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）」

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
、
ま
た
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
の
激
し
い

経
済
状
況
の
中
で
は
、
今
後

の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
性
質
ご
と
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
方
式
と
新
た
に

「
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
方

式
」
も
加
え
て
事
務
事
業
評

価
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
渡
る
前
に
石

橋
を
た
た
く
ほ
ど
慎
重
さ
を

求
め
ら
れ
る
予
算
規
模
の
大

き
な
投
資
的
事
業
に
は
、
解

決
手
段
を
す
べ
て
列
挙
し
た

上
で
投
資
額
、
効
果
、
弊

害
な
ど
を
数
値
化
し
、
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
歳

費
を
決
め
る
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ワ
ー
ド
方
式
を
用
い
る
べ
き

と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

総
務
部
長　
「
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
方
式
」
は
現
在

行
っ
て
い
ま
す
が
、「
フ
ィ
ー

ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
方
式
」
に
つ

い
て
は
、
今
、
議
員
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
勉
強
、
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
事
務
事
業
評
価

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
部
分
に

つ
い
て
は
取
り
入
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
事
務
事
業
評
価
、

３
年
目
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
市
と
し
て
は
、
第
三
者

の
市
民
の
方
を
入
れ
て
事
務

事
業
評
価
を
導
入
す
る
よ
う

な
こ
と
も
検
討
し
て
お
り
、

こ
の
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド

方
式
に
つ
い
て
も
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

答 問

問

問

答

答問答問答

問

答
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　市町村議会議員は、地方自治法第 91 条で人
口に応じて上限数が決められており、定数は条
例で定めることになっています。

●地方自治法
第 91条 　市町村の議会の議員の定数は、条例
で定める。
２　市町村の議会の議員の定数は、次の各号に
掲げる市町村の区分に応じ、当該各号に定める
数を超えない範囲内で定めなければならない。
〔抜粋〕⑤人口５万未満の市及び人口２万以上
の町村　26人

●行方郡麻生町、同郡北浦町及び同郡玉造町の
廃藩分合に伴う議会の議員の定数に関する協議
について
　　「行方市」の議会の議員の定数は、24人とする。

議会メモ　会派とは

最
終
報
告
は
来
る
９
月
定
例
会

　

委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
等
の

審
査
や
所
管
す
る
事

項
の
諸
問
題
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

５
つ
の
方
針

５
つ
の
方
針

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

最
終
報
告
は
来
る
９
月
定
例
会

　

当
委
員
会
の
方
針
と
し

て
、
次
の
５
つ
の
事
項
の
調

査
、
検
討
を
行
う
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

①
議
員
定
数
に
つ
い
て

②
議
員
報
酬
に
つ
い
て

③
費
用
弁
償
に
つ
い
て

④
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

⑤
会
派
制
に
つ
い
て

　

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
議

員
定
数
を
見
直
そ
う
と
い
う

風
潮
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
が
県
内
32
市
議

会
に
対
し
て
行
っ
た
「
議
員

定
数
等
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
か
ら
も
、
28
市
が
過
去

10
年
間
に
議
員
定
数
条
例
の

改
正
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
改
正
を
行
っ
て
い
な
い

９
市
の
中
で
も
本
市
を
含
む

３
市
が
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
議
員
定
数
等
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

議員定数、議員報酬･･･議員定数、議員報酬･･･

「議会改革」「議会改革」
どう進める ? !どう進める ? !

委レ

ポ

ト

員

会

ー

　議員定数等調査特別委員会（平
成21年６月設置）は、議会として
自ら議員定数や議員報酬に関する
事項の調査を行っています。
　中間報告として、これまでに決定
した事項をお知らせします。

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
議
員
定

数
は
、
単
な
る
経
費
削
減
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
地
方

分
権
時
代
に
対
応
し
た
議

会
の
役
割
、
議
会
運
営
の
あ

り
方
を
総
合
的
に
検
証
す
る

中
で
、
議
員
報
酬
、
費
用
弁

償
や
政
務
調
査
費
等
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
定
数
を
見
直

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
低
下
や
、

住
民
の
意
思
の
反
映
に
支
障

を
来
た
し
て
は
、「
議
会
改
革
」

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
行
方
市
議
会
に
は

結
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

会
派
制
に
つ
い
て
も
研
究
を

行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
市
の
人
口
規

模
や
県
内
32
市
議
会
の
状
況

な
ど
を
基
に
、
５
つ
の
事
項

に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
を
進

め
、
平
成
22
年
９
月
定
例
会

で
の
最
終
報
告
を
目
指
し
、

論
議
を
重
ね
て
い
く
計
画
で

す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
当
委

員
会
の
活
動
経
過
を
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

議員の人数　上限はあるの？議員の人数　上限はあるの？

　市政に対して同じような考え方や意見を持っ
ている議員が、グループをつくって活動する、
このグループを「会派」といいます。
　行方市議会には会派はありません。
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議会トピックス議会トピックス

●議会日誌●
11月
２日　天皇陛下御即位 20年奉祝茨城県民大会
11日　広報委員会
13日　教育厚生委員会
16日　建設委員会
　　　経済委員会
18日　総務委員会
19～ 20日　茨城県市議会議長会議員研修会
20日　議会運営委員会
24日　全員協議会
　　　決算特別委員会
25日　鹿行広域事務組合議会定例会
25～ 26日　鹿行広域事務組合議会行政視察
26日　茨城県市議会議長会臨時会
27日～12月４日　第４回定例会
27日　議会運営委員会

12月
３日　広報委員会
４日　議員定数等調査特別委員会
11日　経済委員会
16日　総務委員会
18日　経済委員会
24日　教育厚生委員会

　授業の一環とし
て、12月１日に羽
生小学校の児童が
議場を見学に来ま
した。

次の定例会は３月４日（木）開会予定

　傍聴は、議会の活動や市政の動きを知るチャンス
です。
　本会議では、市民生活に関わるさまざまな決まり
ごとや問題について審議が行われています。特に３
月定例会は、新年度の市政運営に関する市長の所信
表明や予算の審議が行われます。
　詳しい日程などは、決定次第、議会ホームページ
でお知らせします。ぜひ傍聴にお越しください。

・議場は玉造庁舎にあります。傍聴席は 44席です。
・本会議の傍聴は自由、どなたでも傍聴できます。
・ 事前の申込みは必要ありません。会議当日、先着順
に受付します。受付では、氏名･年齢･住所を記入す
るだけです。

議会ホームページ

　平成 21年 11月から行方市議会ホー
ムページがリニューアルしました。本
会議の開催状況なども随時お知らせし
ていますので、ご覧ください。
　なお、会議録の閲覧は、会議録に掲
載される個人情報の取り扱いについて
一定の基準を定めることが必要である
ため、その基準を審査しているところ
です。誠に申し訳ありませんが、もう
しばらくお待ちください。

　『行方市議会だより　№ 17』（平成 21 年
12 月１日発行）の中で誤りがありました。
・６ページ 一般質問（宮内正議員）３段目
　誤：　 教育次長 → 正：　 教育次長
・14ページ 「市民の声」中央
　誤：インンタビュー → 正：インタビュー
訂正して、お詫び申し上げます。

●お詫び●

問 答
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

●
「
行な

め
が
た方

」
は
、
常
陸
風
土
記
に
も
見

ら
れ
る
と
お
り
、
遠
い
昔
か
ら
、
美
し

い
自
然
環
境
で
、
豊
か
な
生
活
の
場
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
陸
の
孤
島

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か

な
自
然
と
人
情
あ
ふ
れ
る
人
々
の
営
み

は
、
子
孫
に
残
し
た
い
宝
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
建
設
や
行
財
政
改
革
、
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
声
に
な
ら
な
い
声
も

あ
る
こ
と
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
議
会
で
十
分
に
論
議
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
行
方
の
良

さ
を
前
面
に
出
し
、
多
く
の
方
の
知
恵

と
汗
を
結
集
し
て
、
時
代
に
押
し
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
地
に
足
の
着
い
た
素

晴
ら
し
い
行
方
市
を
市
民
と
と
も
に
創

造
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
50
代　

女
性
）

●
昨
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来

の
不
景
気
で
、
日
本
の
経
済
も
そ
う
で

す
が
、
専
業
農
家
の
我
が
家
も
米
、
畑

作
の
野
菜
に
も
ろ
に
影
響
を
受
け
、
と

て
も
大
変
で
し
た
。
今
年
こ
そ
は
き
ち

ん
と
し
た
農
業
改
革
を
し
て
も
ら
わ
な

い
と
、
私
た
ち
は
こ
の
先
進
め
な
い
と

思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
50
代　

女
性
）

●
消
防
団
も
合
併
し
て
か
ら
早
４
年
。

し
か
し
、
単
位
消
防
団
同
士
の
交
流
が

少
な
く
、
一
般
団
員
が
他
地
区
の
活
動

内
容
や
形
態
を
見
聞
す
る
機
会
や
行
事

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
合
併
し
た
と

い
う
実
感
は
な
い
。
入
団
し
て
20
年
以

上
だ
が
、
町
単
位
・
分
団
同
士
で
の
活

動
内
容
を
団
員
レ
ベ
ル
で
話
し
合
う
機

会
も
な
か
っ
た
。
中
に
は
充
実
し
た
活

動
を
し
て
、
地
域
活
動
に
も
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
消
防
団
も
あ
る
と
聞
く
。

こ
の
際
、消
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

各
部
の
交
流
を
図
り
、
活
動
内
容
を
広

く
啓
蒙
し
て
、
消
防
団
の
活
動
充
実
を

促
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
行
方
市

消
防
団
と
し
て
の
一
体
感
も
生
ま
れ
、

地
域
力
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

 

（
40
代　

男
性
）

●
実
家
を
大
学
進
学
の
た
め
離
れ
て
15

年
。
先
日
、
新
築
し
こ
ち
ら
へ
戻
っ
て

来
ま
し
た
。
郊
外
型
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
以
前
に
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
施
設
が
近
隣
に
出
来
て

い
て
、
非
常
に
び
っ
く
り
し
て
お
り
ま

す
。
と
は
言
え
、
近
所
の
方
々
の
温
か

さ
は
変
わ
ら
ず
、風
景
は
変
わ
っ
て
も
、

地
元
の
良
さ
は
変
わ
ら
な
い
な
と
感
じ

た
次
第
で
す
。
今
後
と
も
行
方
市
民
と

し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
30
代　

女
性
）

●
私
は
二
人
の
孫
の
祖
父
、80
歳
で
す
。

　

一
人
は
こ
の
春
、
大
学
を
卒
業
し
ま

す
。
こ
の
経
済
不
況
、
未
だ
に
就
職
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
親
と
孫
の
会

話
を
耳
に
し
、
祖
父
と
し
て
何
と
も
切

な
く
、
や
り
切
れ
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

当
、
行
方
市
を
見
ま
し
て
も
こ
れ
と

い
っ
た
大
き
な
会
社
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
が
、
特
に
行
方
市
役
所
、
麻
生
、
玉

造
、
北
浦
が
超
一
流
会
社
に
見
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
社
員
４
０
０
人
以
上
の
皆

さ
ん
の
中
に
は
ご
夫
妻
で
働
く
社
員
も

い
る
と
の
こ
と
、
う
ら
や
ま
し
い
限
り

で
す
。

　

不
況
下
の
日
本
、
仕
事
も
少
な
く
な

り
、「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
い
っ

て
、
少
な
い
仕
事
を
皆
で
分
け
合
い
、

助
け
合
い
働
い
て
い
る
社
会
を
市
執
行

部
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
思
い
で

し
ょ
う
か
。
私
の
孫
に
も
働
く
場
所
を

与
え
て
い
た
だ
け
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　

   　
（
80
代　

男
性
）

●
市
内
を
移
動
し
て
い
る
と
「
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
車
を
多
く
見
ま
す
。
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
こ
と
が
定
着
し
、
地
域
を

あ
げ
て
防
犯
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
見
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
犯

罪
を
未
然
に
防
い
で
い
る
と
思
う
の
で

す
が
、
い
つ
も
同
じ
車
に
貼
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
見
慣
れ
て
し
ま
う
と
効
果
が

低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
貼
り
方
を
変
え
る
な
ど
、
何
か
工

夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

 

（
40
代　

女
性
）

みんなで傍聴しましょう !!　次の定例会は３月４日（木）開会予定です。
主な内容は、平成22年度予算審査などです。

　

謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
内
、
国
外
に
お

い
て
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
オ
バ
マ
大
統
領
が
誕
生

し
、
日
本
で
は
衆
議
院
選
で
の
民
主
党
の
圧
勝
に

よ
り
鳩
山
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
県
や
市
に
お

い
て
も
変
革
の
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
や
地
方
は
未
だ
景
気
低
迷
の

出
口
が
見
え
な
い
ま
ま
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

鳩
山
内
閣
に
は
中
長
期
の
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
い
ち

早
く
実
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

行
方
市
も
伊
藤
市
長
を
中
心
に
議
会
や
行
政
等

が
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
「
市
民
の
声
」
で
は
多
く

の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
拝
聴
い

た
し
ま
し
た
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
る
よ
う
、
ま
た
天
候
に
恵
ま
れ
豊
作
の
年
に
な

り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（松

兼
幸
蔵
）

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

宮
内　
　

正

　
　

副
委
員
長　

髙
橋　

正
信

　
　

委　
　

員　

松
兼　

幸
蔵　

鈴
木　

義
浩

　
　
　
　
　
　
　

関
野　

謙
一　

横
田　

太
一

ちょっとひと言!!

市民市民のの声
広報委員が市民の皆さんに、広報委員が市民の皆さんに、
行方市に寄せる思いをインタ行方市に寄せる思いをインタ
ビューしました。ビューしました。

編

集

後

記


